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貝原益軒の女訓思想について
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Kaibara Ekiken’s Thoughts on Girls’ Education
REN Mengxi
Abstract
 With the acceptance of Confucian thought during the Edo period, there was 
a shift in the role of Confucianism from being a tool of the state to being a social 
and ethical system that gave detailed rules of conduct and deﬁ ned family ethics. 
Women were especially aﬀ ected by this shift. In literature, the training books for 
girls that were imported from China at the end of the 9th century became 
widely accepted only in the patriarchal Edo period.
 As Neo Confucianism developed in Japan, the “Three Obediences”（三従） 
became expected of women. The obedience of women toward father, husband 
and son became the main objective of a woman’s education. Many of these texts, 
based on a Chinese original, were compiled and published in Japan. These works 
often contained uniquely Japanese ideas and attitudes towards women.
 This paper will discuss Kaibara Ekiken’s（1630-1714） “How to Train Girls”
（Joshi o oshieyuruho）, which inﬂ uenced later developments in the philosophy of 
women’s education in Japan, and will also examine the relationship of Ekiken’s 
writings to Japanese women. 
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はじめに
　貝原益軒（1630-1714）は、江戸時代前期（十七世紀後半から十八世紀初頭）に活躍した儒者
であり、女子教育を積極的に推進した人物でもある。貝原益軒について、歴史学者・教育家で
ある三宅米吉氏は「我ガ日本ノ教育家列伝ニハ必益軒ヲ以テ其ノ第一位ニ置クベキナリ」1）と述
べ、教育家としての益軒を評価している。このような評価は、春山作樹氏および江森一郎氏に
も継承され、それぞれ「本邦教育の祖」2）、「日本初の本格的教育家・教育思想家」3）として益軒を
評価している。このように、優れた教育家であった益軒の教育思想は古くから高く評価されて
きた。
　益軒は三十六歳から没年までの五十年間、およそ百部、二百七十余巻もの著作を残している。
特に晩年は、世俗書、教訓書等を精力的に執筆している。その中でも『和俗童子訓』（1710年）
に収める「教女子法」は、後世の女訓思想に多大な影響を与えた。そして、益軒の逝去からわ
ずか二年後、享保元年（1716年）、大阪の柏原清右衛門と江戸の小川彦九郎により、「教女子法」
を基とする女子教訓書『女大学宝箱』が刊行された。同書は、近世特に後期における女訓書の
原型とも言われるものである4）。
　しかし、貝原益軒の生涯を顧みると、子供の頃に生母や継母を相次いで失い、乳母によって
育てられている。しかも、養子を取ってはいるが5）、子供、特に娘を育てた経験がない。そこで、
本稿は、母も娘もいない益軒がなぜ女子教育論を提示したのか、なぜ後世に大きな影響力を残
したのか、そして、その根本的な教育理念は何かを探求したい。これはまた、女子教育の観点
から、日本近世期（江戸時代）における儒教価値観の一端についても示唆する点があるであろ
う。
　本稿では、『益軒全集』（益軒全集刊行部、1911年）に所収する『和俗童子訓』、『慎思録』、『初
学知要』などを参考しながら、益軒の女訓思想について検討する。
 1） 三宅米吉「益軒ノ教育法」（『文学博士三宅米吉著述集』上巻、目黒書店、1889年）。
 2） 春山作樹「本邦教育学の祖益軒先生」1930年（『日本教育史論』、国土社、1979年）。
 3） 江森一郎「貝原益軒の通俗書・教訓書出版活動と天道思想」（『「勉強」時代の幕あけ　子供と教師の近世
史』、平凡社、1990年）。
 4） 石川松太郎『女大学集』（平凡社、東洋文庫、1977年）。
 5） 益軒は実子に恵まれなかったので、最初は兄の楽軒の三男常春（号和軒）を養子に迎えたが、彼は後に
家出してしまう。そこで、その事情を知った藩主網政から、もう一人の兄の存斎の次男重春を養子にする
よう命じられた。元禄十三年（1700年）、七十一歳の益軒はようやく養子の問題を解決した。（『貝原益軒』
（日本思想大系、日本図書センター、1979年）を参考。
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一、幼少期から教育すべし
1 、『和俗童子訓』について
　益軒は子供の時が人生の始まりであり、将来は良い人間になれるかどうかの分岐点と信じ、
四十歳（1669年）の時に、『小学句読備考』六巻を出版するのみならず、八十一歳（1710年）の
高齢で、朱熹が『小学』の法を立てたことにならい、『和俗童子訓』を著述した。その後まもな
く、大阪の渋川清右衛門（心斎橋順慶町）がこの本を出版した（出版年月不明）6）。『和俗童子訓』
は、「わが国における最初のまとまった教育論書である」7）とも評され、漢文で書かれた「序」と
仮名交じりの総論上（巻之一）、総論下（巻之二）、随年教法・読書法（巻之三）、手習法（巻之
四）、教女子法（巻之五）の五巻から構成されている。
　「総論」では、益軒が最も重視する「貴賤貧富の別はなく、万人に教育が必要である」という
ことが述べられている。また、「随年教法」では、読書と習字の重要性を述べている。「手習法」
では、教材、学習法、学習順序、学習態度など具体的なことが記されている。「教女子法」で
は、女性論、女子教育論をとりあげ、十数条を設けて詳細に記述されている。
2 、『和俗童子訓』を執筆する動機
　貝原益軒はなぜ子供教育に関心を寄せたのか、彼をして『和俗童子訓』を書かせた動機は何
か。本節ではこの問題について検討する。
　まず、益軒が朱子学に影響された儒者として庶民を教化することを自分の使命としたのは間
違いない。これについて、『慎思録』第六巻自己篇に以下のように記している。
朱子曰平生自知無用、唯欲修葺小文字以待後世、庶有小補於天地之間。篤信意謂是先賢之
事業、故後人之所不可及也。然而今日学者之所志亦当要如此。蓋吾人生乎天地之間、而受
於罔極之恩、其生養之徳叵報於其万一、豈亦忍忘乎哉。
先賢に追随し、天地の恩に報いる行動として、益軒は世俗書・教訓書の著作・出版活動に熱心
にとりくんだ。本稿文末に付けた「貝原益軒関連年表」を見ても、その誠実さと熱意は一目瞭
然であるが、益軒は七十九歳から逝去する前年まで、『大和俗訓』、『楽訓』、『和俗童子訓』、『五
常訓』、『家道訓』、『養生訓』など合わせて35巻の著作を書いている。
　また、益軒は「始め」を重視し、幼少期から教育を行なうべきことを強調している。『和俗童
 6） 石川松太郎、『女大学集』（平凡社、1977年）、「女子を教ゆる法」、 3頁および26頁を参照。
 7） 石川謙「解説」（『養生訓・和俗童子訓』岩波文庫、1961年）。
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子訓』「序」には、「君子慎始、差若毫釐繆以千里、是以古人生子能食能言而教之」8）とある。彼
の教育論も「君子は始めを慎む」に代表されるように、幼少期からの教育により、人間として
の基礎を完成させることに重点を置くものであった。それは、益軒が「蓋嬰孩之歳人生之始……
其為善為悪之岐従此而分矣」と信じるからである。総論上では、これについて、次のように詳
しく述べている。
およそ人はよき事もあしき事も、いざしらざるいとけなき時より、ならひなれぬれば、ま
づ入し事内にあるじとして、すでに其性となりては、後に又よき事あしき事を見ききして
も、うつはかたければ、いとけなき時より、早くよき人にちかづけ、よき道ををしゆべき
事にこそあれ。
このように益軒は、子供は智も心も言葉も完全ではなく、善悪を判断する能力も足りず、環境
に左右され易い存在であると考えていた。先入観が品性の養成に与える影響の大きさを重視し、
幼少期から教育を行なうことにより、良い道に導き、人間としての基礎を完成させることが重
要であるとした。
　さらに、益軒は当時民間の風習が子供に悪い影響を及ぼすことを憂い、教師のいない貧困か
つ辺鄙な村の子供も善悪、是非を見分けることができるように、国字（仮名）をもって教訓書
を書いた。これについては『和俗童子訓』の序で以下のように述べている。
後世民間小児之輩蒙養不正其平日所見聞習熟皆是戕賊徳性。蔑棄禮法之事而已。予於此乎。
不自揣僭率。取古人訓子弟之意、書以国字、欲便窮郷村童之無師無聖者之玩讀也。
一言でいえば、益軒は子供が悪い風習や環境に影響されずに礼法を知り、また善悪を判断でき
る人間になるために、子弟を教訓する志を立て、辺鄙な田舎の子供も善の道を歩むことができ
るように『和俗童子訓』を書いたことになる。
3 、女子教育に対する関心
　貝原益軒は『和俗童子訓』の最後に一巻を設けて「教女子法」と名づけ、女子教育の重要性
と必要性、具体的な教育方法まで詳しく述べている。女子教育を重視していたことがわかるの
だが、しかし益軒は「女子」について、『慎思録』巻之二で以下のように述べている。
女子與小人、聖人以為難養也。況衆人養之者豈可不用其心乎哉。如婦女之性、亦或有聡慧
 8） 『礼記』経解篇に「『易』曰、君子慎始、差若毫厘、繆以千里」とある。なお、この語は、現在の『周易』
にはない。
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易曉事者、然而率於義理太蔽昧、雖教之詢詢不能通曉。故其所昏塞雖告戒丁寧而不能省悟。
徒労我心志増彼忿怨而已。易所謂夫妻反目不能正室也。然而其過悪之大而害、義者固不可
不督責。若夫小過非甚害理者、可強忍陰黙而不言是。不労我之心思、不生彼之怨恚。而家
道雍睦之道也。古諺曰不癡不聾、不作家翁、此言信有理哉。君子之對女子與小人、亦当如
此。
このように益軒は、聖人でも女子と小人は養い難いとしているため、一般人であれば、一層用
心しなければならないとしている。また、聡明でものわかりの良い女性であっても、義理にお
いてはおおむね蒙昧であり、教えてもなかなか理解できないので、心や志を労しても、彼女た
ちの怨みを増すことにしかならないとしている。さらに、夫婦が反目すると、家を治めること
もできなくなる。そのため、大きな間違いであれば、義として勧告しなければならないが、小
さな過ちであれば見てみないふりをする。このようにすれば、心を費やすこともなく、女性も
怨みに思わないという。そして、益軒は「頭が悪くなく愚かでない人（聡明すぎる人）は細か
い所まで気が回るため、一家の主にはなれない」という諺を引き、君子は女子と小人に対して
上記のように行なうべきだとして、この文章を結んでいる。
　さて、女子を養い難いと考える益軒は、なぜ「教女子法」を著述したのか。それは義理に蒙
昧とされた女子も教育を通して矯正しうると考えたからである。よって、益軒は早くから女子
を教育することによって、大きな過失を犯さないよう、正しい道に導くのが重要なことである
と気づいた。「教女子法」に、
女子をそだつるも、はじめは大よう男子とことなる事なし。
とあるように、幼少期の女子教育を男子と同じように扱っている。ここから、益軒が幼少期に
おいては、男女を同じ教育方法や方針などで育てるのがよいと考えていたことがわかる。幼少
期からの教育の必要性を主張し、性別を越え、男女に共通する基礎的な教養の修得を提唱した
点は、益軒の大きな功績であるといえるだろう。
4 、「教女子法」について
　石川松太郎氏は「教女子法」を十八ヵ条に分けているが9）、それは、第二条を二と三に分けた
ものである。だが、『貝原益軒』上巻（日本図書センター、1979年）所収の宝永七年版『和俗童
子訓』を見ると、そのような分け方は見られない。よって、本稿では石川松太郎氏の分け方を
採用せず、日本図書センター本を分析する10）。なお、各条の引用の仕方は、その当該条の記述に
 9） 石川松太郎「女子を教ゆる法」（『女大学集』、平凡社、1977年） 4 ‒ 5頁
10） 以下の整理番号は、原文にはつけていないが、分析の必要上、便宜的に付したものである。
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応じて、適宜上変えてある。
1．男子は外に出て師にしたがひ、物をまなび、朋友にまじはり、世上の礼法を見聞きす
るものなれば、おやのをしえのみにあらず、外にて見ききする事多し。女子はつねに
内に居て外にいでざれば、師友にしたがひて道をまなび、世上の礼儀を見ならふべき
やうなし。ひとえにおやのをしえを以、身をたつるものなれば、父母のをしえをおこた
るべからず。をやのをしえなくてそだてぬる女は、禮義をしらず。女の道にうとく、女
徳をつつしまず、且女功のまなびなし。是皆父母の子を愛するみちをしらざればなり
2．女子をそだつるも、はじめは大やう男子とことなること無し。……女の徳は和順の二
をまもるべし。
3．婦人は人につかふるもの也。
4．女は人につかふるものなれば、父の家富貴なりとても、夫の家にゆきては、其おやの
家にありし時より身をひきくして、舅姑にへりくだり、つつしみつかへて、朝夕のつ
とめおこたるべからず。
5．いにしへ、天子より以下、男は外をおさめ、女は内をおさむ。
6．女に四行あり。一に婦徳、二に婦言、三に婦容、四に婦功、此四は女のつとめ行ふべ　
きわざ也。
7．七歳より和字をならはしめ、淫思なき古歌を多くよましめて、風雅の道をしらしむべ
し。……又女子も物を正しく書き、算数をならふべし。
8． 婦人には三従の道あり。
9． 婦人に七去とて、あしき事七あり。
10． 凡そ女子を愛し過ごして、ほしいままに育てぬれば、おっとの家に行きて、必ずおご
りおこたりて、他人の気にあはず、ついには、しうとにうとまれ、夫にすすめられ、
夫婦不和になり、おひ出され、はぢをさらすものおほし。
11．女子には、はやく女功をおしゆべし。
12．凡そ女子は、家にありては、父母につかへ、夫に嫁しては、しうとおっとに、したしく
なれちかづきて、つかふるものなれば、其身をきよくして、けがらはしくすべからず。
13．父母となる者、女子のいとけなきより、男女の別を正しくし、行義をかたく戒めおし
ゆべし。
14．いにしへ女子の嫁する時、其母中門まで送りて、いましめて曰、なんぢが家にゆきて、
必ずつつしみ、必ず戒めて、夫の心にそむく事なかれといへり。
15．又女子の嫁する時、かねてより父母のをしゆべき事第十三條あり。
16．婦人は夫の家を以、家とする故に、嫁するを帰るといふ。云意はわが家にかへる也。
17．をよそ婦人の心ざまのあしき病は、和順ならざると、いかりうらむると、人をそしる
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と、物嫉むと、不智なるとにあり。
　このように、「教女子法」は十七か条から構成されている。そこには女子教育の方法や家庭教
育（父母の教え）の重要性と必要性が記されている。益軒の女子教育における特徴は、先述し
たように、第 1条の冒頭に見られる「女子をそだつるも、はじめは大よう男子とことなること
なし」である。「蓋嬰孩之歳人生之始……其為善為悪之岐従此而分矣」と考える益軒は、幼いう
ちに女の正しい道を教えなければならないとも主張している。
二、三従四徳
　儒教的な教えである「三従四徳」は中国宗法社会では、女子教育の根本的な指導思想となり、
歴代の統治者や儒学者によって用いられてきた。ここには、女子教育における核心的な思想と
して、女子が持つべき道徳と行為を定められている。「三従」は『儀礼』の「喪服伝」に、「未
嫁従父、既嫁従夫、夫死従子」とあるように、女性の役割を示すものである。
　「四徳」は、『周礼』天官「九殯」に「掌婦学之法、以教御婦学婦徳、婦言、婦容、婦功」と
あり、これが女子教育に取り入れられることとなった。同箇所は、鄭玄注では、「婦徳、貞順
也。婦言、辞令也。婦容、婉娩也。婦功、絲帯也」と簡単に解説されているだけであるが、班
昭11）は『女誡』12）において、次のように詳細な解説を加えている。
夫云婦徳、不必才明絶異也。婦言、不必辯口利辞也。婦容、不必顔色美麗也。婦功、不必
工巧過人也。清閑貞静、守節整斉、行己有恥、動静有法、是謂婦徳。択辞而説、不道悪語、
時然后言、不厭於人、是謂婦言。盥浣塵穢、服飾鮮潔、沐浴以時、身不垢辱、是謂婦容。
専心紡績、不好戯笑、潔斉酒食、以奉賓客、是謂婦功。
ここに見られるように、婦徳とは特に優れた才能を持つことではなく、貞節を守り行動するこ
とである。婦言とは弁が立つことではなく、正しい言葉を用い、人の悪口を言わないことであ
る。婦容とは外見が美しいことではなく、身心ともに清潔に保つことである。婦功とは手先が
器用なことではなく、機織りや食事などのつとめに専心し、賓客をもてなすことである。つま
り、女子に求められることは、言動などを身分や場所に応じて使い分けること、心身ともに潔
11） 班昭（約45年‒約120年）、字は恵班、右扶風兄安陵（現在の陕西省）の人。史学家・班彪の娘であり、班
固と班超の妹である。平陽の曹寿に嫁いだため、後世「曹大家」と呼ばれている。また、班固が未完のま
ま遺した『漢書』を補修完成したことも知られる。
12） 班昭が和帝の命を受け、女子が守るべき戒めを七篇にして著したもの。全篇千六百字、卑弱第一、夫婦
第二、敬慎第三、婦行第四、専心第五、曲従第六、和叔妹第七に分かれている。
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く保つこと、女性としての仕事に努めること、客をもてなす礼儀の正しさを習得する、といっ
たことである。班昭が提唱した「四徳」は、中国歴代の「女教」に関する教科書の中心となり、
女子への道徳教育において最も重視されることとなった13）。
　貝原益軒も「三従四徳」を女子教育の主旨として、「教女子法」にこれを採用した。本文の第
6条（四徳）と第 8条（三従）に次のようにある。
女に四行あり。一に婦徳、二に婦言、三に婦容、四に婦功、此四は、女のつとめ行なふべ
きわざ也。婦徳とは、心だてよきを云。心貞しく、いさぎよく、和順なるを徳とす。婦言
とは、ことばのよきを云。いつはれる事をいはず、ことばをえらびていひ、にげなき悪言
をいたさず。いふべき時いひて、不用なる事をいはず。人其いふ事をきらはざる也。婦容
とは、かたちのよきを云。あながちに、かざりをもはらにせざれども、女はかたちなよよ
かにて、おおしからず、よそほひのあてはかに、身もちきれいに、いさぎよく、衣服もあ
かづきけがれなき、是婦容なり。婦功とは、女のつとむべきわざなり。ぬひ物をし、うみ
つむぎをし、衣服をととのへて、もはらつとむべきわざを事とし、たはぶれあそびわらふ
事をこのまず、食物飲物をいさぎよくして、しうと、おっと、賓客にすすむる、是皆婦功
なり。此四は女人の職分也。（第 6条）
婦人には三従の道あり。凡婦人は柔和にして、人にしたがふを道とす。わが心にまかせて
行なふべからず。故に三従の道と云事あり。是亦女子にをしゆべし。父の家にありては父
にしたがひ、夫の家にゆきては夫にしたがひ、夫死しては子にしたがふを三従といふ。三
のしたがふ也。（第 8条）
ここからもわかるように、益軒は「三従四徳」を和文（日本語）で忠実に説明している。「三従
四徳」は、益軒が儒教的女性観として取り入れる前に、すでに日本に伝わっていたが、庶民に
対する影響はそれほど大きくはなかった14）。だが江戸時代になると、父系家族制および嫁入り婚
が定着し、加えて、幕府をはじめとする諸藩が儒教主義に基づく教化政策を実施することとな
り、女性の地位も変化した。その結果、女訓書が改めて必要となった。加えて、『女大学』など
の女訓書も長年かつ広範な出版により、少しずつ読まれるようになっていった。このように、
益軒は当時の社会環境を背景として中国の儒教的女性観を取り入れたのである。
13） 熊賢君『中国女子教育史―古代から一九四八年まで―』（山西省教育出版社、2006年）、21頁を参考。
14） 山崎純一「東アジア教育史上における中国女訓書の役割―教材の特質・編成技術・他国、とくに日本へ
の伝播について―」（『アジアの教育と文化』、多賀秋五郎博士喜寿記念論文集、厳南書店、1989年）によ
ると、文献上では、中国の女訓書は 9世紀末に日本に伝わったが、その女訓思想は日本に根を下ろしては
いなかったという。同書131頁を参照。
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三、家を維持する女性
　益軒は女子を幼少期から教育することを主張するが、一体どのような女性を育成しようとし
たのだろうか。本章では、「教女子法」を通して、益軒における理想的な女性像を見てみたい。
　次の表は、益軒が経典や文学作品から引用した内容と典拠を整理したものである。
条目 内　　容 出　　典
第 2条 人みな其かたちをかざる事をしりて、其性をかざ
る事をしる事なし。
張華『女史箴』
人咸知修其容、莫知飾其性。
第 3条 敬順の道は婦人の大禮なり。
戰々とつつしみ、兢々とをそれて、深き淵にのぞ
むが如く、薄き氷をふむが如し。
『女誡』敬慎第三篇
敬順之道、婦人之大礼。
『詩経』小雅・小旻篇
戦々如臨深淵、兢々如履薄氷。
第 5条 男は外をおさめ、女は内をおさむ。
いにしえ、わが日の本にては、かけまくもかしこ
き天照大神も、みづから神衣をおりたまひ。斎服
殿にましましける。其御妹稚日女尊も亦しかり。
『礼記』内則篇
男子居外、女子居内。
『日本書記』神代篇
又見天照大神、方織神衣、居斎服殿、則剥天
斑駒、穿殿甍而投納。
一書曰、是後、稚日女尊、坐于斎服殿、而織
神之御服也。
第 6条 女に四行あり。 『女誡』
女有四行。一曰婦徳、二曰婦言、三曰婦容、
四曰婦功。
第 7条 十歳より外にいだらず、閨門の内にのみ居て、お
りぬひ、うみつむぐわざをならはしむべし。
『礼記』内則篇
女子十年不出、姆教婉娩聴従、執麻枲、治絲
繭、織紝組䞞、学女事、以共衣服。
第 8条 婦人には、三従の道あり。 『儀礼』喪服伝
婦人有三従之儀、故未嫁従父、既嫁従夫、夫
死従子。
第 9条 婦人に七去とて、あしき事七つあり。
婦に長舌あるは、是亂の階なり。
牝鶏の晨するは、家の索也。
『大戴礼』本命篇
婦有七去。不順父母去、無子去、淫去、妬去、
有悪疾去、多言去、窃盗去。
『詩経』大雅・蕩瞻篇
婦有長舌、維厲之階。
『尚書』牧誓篇
武王曰。古人有言曰。牝鶏無晨。牝鶏之晨、
惟家之索也。
第13条 幼より男女席を同じくせず、夫の衣桁に妻の衣服
をかけず、衣服も夫婦同じ器にをさめず、衣裳を
も通用せず、ゆあみする所もことなり。
『礼記』内則篇
七年、男女不同席。
同書曲礼篇
男女不雑坐、不同䰂枷。不同巾幯。
同書内則篇
不共啺浴……男女不通衣裳。
第15条 業平の妻の、夜半にや君がひとり行らんとよみし
こそ、誠に女の道にかなひて、やさしく聞ゆめれ。
『伊勢物語』筒井筒の段
　この表からも明らかなように、益軒は『女誡』、『詩経』、『礼記』などから多くの事例・教訓
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を引用している。
　さて、女性の日常生活における具体的な行動規範について説いているのは、第 3条、第 7条、
第 9条、第13条と第15条である。これを条ごとに分析してみると、益軒が理想とする女性像も
明らかとなる。すなわち、慎んで順を貴び女の道に従い、女の職分をよく勤め、しずかに言葉
を慎み、まめまめしく働き、「内外秩序」を固く守り、嫉妬心を持たない女性である。このよう
な女性像は、益軒が高く評価している中国と日本の女性像と一致するものである。中国の場合
は、黄帝の妃である嫫母と斉の宣王の夫人無塩15）をモデルとし、日本の場合は、天照大神と、その
妹である稚日女尊（わかひるめのみこと）を女徳の代表として挙げている。
　このように、益軒が中国の女訓書や女訓思想を、日本の女子教育の中にそのまま移植するの
ではなく、日本の実情や習慣にも目を向けたことは「教女子法」がそれ以前の女訓書よりも勝
る点である。これにより、ある種の権威付けを行なうとともに、日本の女性たちが想起しやすい
モデルを提示し、「富貴の家の婦女」であっても惰らず、女の職分につとめるよう強調している。
　また、益軒は教育上有害なものについて、第 7条で次のように述べている。
聖賢の正しき道をおしえずして、ざればみたる小うた・浄瑠璃本など見せしむる事なかれ。
又伊勢物語、源氏物語など、其詞は風雅なれど、かやうの淫俗の事をしるせるふみを、は
やく見せしむべからず。
つまり、音楽では、小歌、浄瑠璃、三線の類、読み物では、『伊勢物語』『源氏物語』などを有
害なものとして排斥している。
　以上のことから、益軒は、嫁いだ先の「家」を存続し強化させていくために、「女子は、こと
に稚き時より、早くよき道を教え」16）として、女子に対する教育を幼少期から始め、中国の儒教
的女訓思想と日本の実情とを融合し、順序を追って次第に女が「家」を維持するための職分を
果たし、女の正しい道を身に付けることを提唱している。また、前述のように、中国から伝来
した儒教的女訓思想を「教女子法」の条々に取り入れる際、彼は中国の女子教育の要点を踏ま
えた上で、性別を越え、男女に共通する基礎的な教養の修得を提唱した点は、益軒の男女平等
の教育観として特筆すべきものである。だが、その後の女訓書、特に「教女子法」に基づく「女
大学」シリーズが益軒の提唱した男女平等の教育観を継承しなかったように見える点は、非常
に興味深い問題であると言えるだろう。いずれにせよ、教養の形成という課程が女性の徳目に
加えられたということは、近世の日本の女性にとっても大きな意義を有するものといえる。
15） 「教女子法」第 2条に「黄帝の妃嫫母、斉の宣王の夫人無塩は、いずれも其のかたちきわめてみにくかりし
かど、女徳ありし故に、かしずき給い、君のたすけとなれりける」とある。
16） 「教女子法」第17条。
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四、「七去」から「五去」へ
　『詩経』には、女性の婚姻に対する苦しみや、その心理状態などが窺える作品が幾つか収録さ
れている。たとえば、衛風・氓篇には、「士之耽兮、猶可説也。女之耽兮、不可説也」とある。
これは、夫の浮気は許されるが、妻の浮気は許されないという意味である。また、王風・中谷
有坔篇には「有女䫈離、条其歗矣。条其歗矣、遇人之不淑矣」とあり、凶作になると妻は夫に
捨てられてしまい、「悪い男に嫁いだ」と嘆くしかないとしている。このような女性の婚姻に関
する問題の原因は、女性が簡単に離婚できないことに起因するものである。言い換えれば、離
婚は男性の特権である。これについて、『大戴礼記』本命篇は、次のように述べている。
婦有七去。不順父母去、無子去、淫去、妬去、有悪疾去、多言去、窃盗去。不順父母去、
為其逆徳也。無子、為其絶世也。淫、為其乱族也。妬、為其乱家也。有悪疾、為其不可与
共粢盛也。口多言、為其離親也。盗窃、為其反義也。
このように、婦人が「七去」の中の一条を犯せば、夫は妻を離縁することができるとしている
が、その目的は家を維持することである。しかし、次の「三不去」の場合には、夫は妻を離縁
することができない。
婦有三不去。有所取無所帰、不去。与更三年喪、不去。前貧賤後富貴、不去。
すなわち、妻の実家がなくて帰る場所がない場合、夫と一緒に舅姑の喪に服している場合、貧
賤から富貴になった場合には、夫は妻と離婚することができないとしている17）。
　人倫の始まりとされる婚姻は、礼教において重視されていただけでなく、唐になると、「七出
三不去」として法律の条文として収録されることとなる。
諸棄妻需有「七出」之状。一無子、二淫䈣、三不事舅姑、四口舌、五盗窃、六嫉妬、七悪
疾。皆夫手書棄之……三不法者、謂一経持舅姑之喪、二娶時賤後貴、三有所受無所帰。（『唐
律疏議』「戸婚律」）　
17） 『孔子家語』本命解第二十六にも、ほぼ同じような記述がある。「婦有七出、三不去。七出者、不順父母
者、無子者、淫僻者、嫉妬者、多口舌者、窃盗者。三不去者、謂有所取無所帰、一也。与共更三年之喪、二
也。先貧賤、後富貴、三也。凡此、聖人所以順男女之際、重婚姻之始也」とある。ここの「七出」は前述
の「七去」とは同じことを意味している。
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ここからも明らかなように、夫が妻と離縁する場合の手続きは、非常に簡単であった。つまり、
夫は妻に離縁状を書けば、離婚することができるのである。「七去」の有名な例としては、『孔
雀東南飛』18）に描かれる劉蘭芝や、陸游の妻である唐婉19）の離縁がある。二人はともに女徳の高
い女性であり、夫婦関係も良いとされていたが、姑と気が合わないために離縁された。これは、
「不事舅姑」20）という「去」を犯したためである。この「不事舅姑」とは、舅姑に仕えないとい
う意味ではなく、舅姑の心に相応しくないという意味である。『礼記』内則篇にも「子甚宜其
妻、父母不悦、出」とあるように、夫婦関係の良し悪しよりも、舅姑との関係の方が重要とさ
れていたのである。つまり、婚姻は夫婦、男女が中心ではなく、家を維持するための手段であ
ったと考えられる。
　しかし、益軒は「七去」については、すべてを「教女子法」の中に取り入れなく、取捨選択
を行なっている。
婦人に七去とて、あしきこと七あり。一にてもあれば、夫より逐去るる理なり。故に是を
七去と云。是古の法なり。……此七の内、子なきは生まれ付なり、悪疾はやまひなり。此
二は天命にて、ちからに及ばざる事なれば、婦のとがにあらず。其餘の五は、皆わが心よ
りいづるとがなれば、つつしみて其悪をやめ、善にうつりて、夫に去れざるやうに用心す
べし。（「教女子法」第 9条）
ここに見られるように、益軒は七去の中でも「子なき」の場合と「病気」の場合は、天命であ
るため妻の責任ではないと述べている。しかし、宗法社会である中国において、「子なき」は
「絶世」、すなわち血統が途絶えることを意味していた。孟子は「不孝有三、無後為大」21）とい
い、「子なし」を「不孝」の一番目に位置付け、子（男子）を生むことを最も重要なこととして
いる。しかし、日本は中国と違い、血の繫がりのない子を養子とすることもできる。よって、
当時の日本では、「子なし」が離縁する理由にならないのである。
　また、益軒は「悪疾」も「七去」の中から除外している。『大戴礼記』本命篇では、「不可与
共粢盛也」、すなわち、悪疾である女性は不浄であるとして、夫と共に祭祀を行なうことができ
ないために離縁されるとしている。これは、祭祀が、妻としての重要な務めであるためであ
18） 徐陵『玉台新咏』巻一もとの題目は「古詩為焦仲卿妻作」であったが、のちに「孔雀東南飛」が題目と
なった。詩には、漢末、焦仲卿の妻である劉蘭芝という女性が描かれているが、彼女はとても勤勉で、賢
明な美しい女性であり、夫の焦仲卿との関係も良かったが、姑に嫌われて実家に帰され、結局夫婦ともに
自殺したという。
19） 陸游の元妻であったが、陸母に離縁させ、後に宋宗室・趙士程に嫁いだ。このことを嘆いて陸游が書き
残したのが「釵頭鳳」である。
20） 『大戴礼記』では、「不順父母」とする。
21） 『孟子』離婁篇上。
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る22）。よって、悪疾も離縁の要因とされていた。
　しかし、日本と中国では家族制度も生活習慣も異なるため、益軒は中国の礼法や制度を日本
に適応させるべく、『初学知要』巻之下において朱熹の言葉を引用し、次のように述べている。
朱子曰、使聖賢者作、必不尽如古礼、必裁酌従今之宜而為之也。又曰、礼時為大。
すなわち、聖賢は古代の礼をそのまま行なうのではなく、今の状況に応じて行なうとしている。
また、益軒は同書で次のようにも述べている。
古今之変替不同、而倭漢之習俗亦異、不可通行。故君子視其時、而通其変。順其土、而行
其宜。
若夫綱常倫理、是古今華夷之常経也。雖万世之久四夷之遠、不可変易矣。如礼法制度、固
有宜乎古今通行者、亦有宜於前古而不宜於後今者。故古法不可廃、而亦不可必拘泥。
夫礼法制度有華夷古今之異宜、随所随時、而不相同者、自然之理也。其始固莫不宜於当世、
其後久而不能無弊者。時変使然也。
況我邦之距於中国幾千里、今歳之去於往聖幾千歳、其俗絶異、其時懸隔。今之学者、往往
不察於方俗時変、妄執中華上世之礼法、無所斟酌去取、䈐為可行之本邦、是不知順天応時
之道、雖欲䍶古之迹、亦私意妄為而已。
ここからも明らかなように、益軒は時代と場所の両面から、日本がどのように中国の綱常倫理
や礼法制度を取り入れるべきかについて論じている。すなわち、綱常倫理は古今華夷に通じる
ものとして変わらないが、礼法制度に関しては、場所や時代の影響を受けるため変化するとい
う。以上のことから、益軒は古の礼法に拘泥しないことを主張するのである。益軒が「子なし」
と「悪疾」は天命であるとして「七去」の中から削除したのは、このような礼法に関する態度
に由来するものであり、一方、残りの「五去」をそのまま「教女子法」に取り入れたのは、す
べて教育を通して改善できると考えたからであろう。
　さらに、実生活に注目すると、「子なし」と「悪疾」はともに益軒自身の妻・東軒が抱えてい
た問題でもあった。このことも、益軒が中国のものそのまま取り入れるのではなく、現状に合
わせた結果であるといえよう。
22） 『女誡』卑弱篇に「齋告先君 ,明当主継祭祀也」とある。
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五、子を愛する道
　「教女子法」の冒頭において、益軒が女子を「内」に制限していることがわかる。では、外に
出られない女子は、どのようにすれば一人前の大人になるのであろうか、そこで重要となるの
が、父母の教えである。そのため、父母がどのように娘を教育するのか、何を教えるのかが非
常に重要となるのである。したがって、「教女子法」は女子のためだけでなく、娘を教育する親
も対象としている。益軒は、父母の教えがなければ、娘は礼儀を知らず、女の道から外れ、女
徳を慎まず、かつ女功を理解しないままになると考える。ここに、益軒が重視する女子教育の
主要な内容が窺える。すなわち、礼儀、女の道、女徳、女功などの儒教的な教訓である。そし
て、益軒は父母が娘に以上のことを身に付けさせることを「子を愛する道」とする。「子を愛す
る道」に関する論述は、「教女子法」において三回確認できる。一回目は、第 1条の「をやのを
しえなくてそだてぬる女は、禮義をしらず。女の道にうとく、女徳をつつしまず、且女功のま
なびなし。是皆父母の子を愛するみちをしらざればなり」である。二回目は、第15条の女子が
嫁する時である。
古語に、人よく百萬銭を出して、女を嫁せしむる事をしりて、十萬銭を出して、子をおし
ゆる事をしらずといえるがごとし。婚嫁の営に、心をつくす十分が一の心つかひを以て、
女子をおしえいましめば、女子の身をあしく持ちなし、わざはひにいたらざるべきに、か
くの如くなるは、子を愛する道をしらざるが故也。
ここでは、娘が嫁ぐ時に父母が多くのお金を出すことよりも、幼少期から正しい教育を受けさ
せることこそ「子を愛する道」であるといっている。ここからも、益軒が女子教育を軽視する
時の風潮を憂えていたことがわかる。
　三回目は、「教女子法」の第17条である。
子を愛すといへど、姑息し、義方のおしえをしらず、私愛ふかくして、かへりて子をそこ
なふ。かくおろかなるゆへ、年すでに長じて後は、よき道を以、おしえさとらしめがたし。
只其はなはだしきをおさへいましむべし。事ごとに道理を以、せめがたし。故に女子は、
ことにいとけなき時より、はやくよき道をおしえ、あしきわざをいましめ、ならはしむべ
からず。
このように、益軒の「子を愛する道」は、親が子供の将来を考えた上で、子供を厳しく育てる
ことであるとわかる。そのため、家庭教育こそ女子の教育において、特に重要な役割を果たす
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のである。
　実は、「子を愛する道」は「教女子法」だけでなく、『和俗童子訓』全書を貫いている。『童子
訓』総論上には以下のようにある。
• 凡小児をそだつるに、初生より愛を過ごすべからず。愛すぐればかへりて児をそこなふ。
• 凡小児をそだつるには、もはら義方のをしえをなすべし。姑息の愛をなすべからず。
• 愛重する道は、教へいましめて、其子に苦労をさせて、後のためよく無病にてわざわひ
なき　やうに計るべし。姑息の愛をなして其子を損なふは、誠に愛をしらざるなり。
• 婦人及無学の俗人は、小児を愛する道をしらず、姑息のみにして、ただうまき物を多く
くはせ、よききぬをあたたかにきせ、ほしいままにそだつるをのみ其子を愛するともへり。
このように、過保護にせず、厳しく育てることこそ子を愛する道であるとしているが、これは
朱子学におけるリゴリズムの一面を示しているようにも見える。だが、益軒はひたすら儒学者
の立場に立つというより、子供の心理を正しく捉える教育者としての一面も持つ。『和俗童子
訓』巻一には、次のようにある。
小児のあそびをこのむはつねの情なり、道に害なきわさならば、あながちにおさえかがめ
て、其氣を屈せしむべからず。
このように、子供が遊びを好むことは当たり前であるとし、子供の人間性を圧迫しないことを
強調しており、遊びを罪悪と見るそれまでの儒学者とは違っているといえる。
　さて、上述のとおり、益軒の「子を愛する道」は、親が子供を厳しく育てることを求めるも
のであるが、それは決して子供を苦しめるためではなく、子供の将来を考えた上で示された要
求であった。このように子供の人間性を尊重し、愛を強調する理念は、人間味に溢れるもので
あり、それまでの中国・日本における他の教訓書にはほとんど見えないものである。
おわりに
　本稿は、日本近世の女子教育思想に多大な影響を与えた儒者・貝原益軒を取上げ、彼の女訓思
想を分析しつつ、儒教的女性観が日本においてどのように受け止められたのかの一端を論じた。
　まず、晩年に確立された益軒の教育論には、儒教思想及び朱子学における理想的な教育論を
盲目的に追及するような姿勢は見られず、独自の判断により教育論を確立しようとしていたこ
とがわかる。これは、『和俗童子訓』に見られる「子を愛する道」や、性別・階層を超えた早期
教育の必要性の主張において顕著に表われている。前者については、子供を厳しく育てること
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こそ「愛」であるとし、子供に対して非情とも思われる主張を行なうものの、親に対しても子
供の将来、特に、娘が嫁ぐ日に備えて準備を行なわなければならないとしている。益軒のこの
ような主張の背景には、成長した子供が嫁ぐ日に備え、立派な子供に育て上げなければならな
いとの思いがあったのである。つまり、厳しく育てることこそ、益軒の子供に対する優しさの
現われ、子供に対する愛であるといえるだろう。また、後者については、幼少期においては、
男女を問わず同じような教育を行なうべきであるとしているが、これも社会生活を行なう上で
必要となる基本的な知識を早期に獲得することにより、その後の人生をより豊かなものにする
ことができるよう考慮されたものである。これらの目的を達成するために、益軒は当時あまり
注目されていなかった女子教育に注目することとなったのである。
　このように、益軒の教育思想には、合理的判断に基づく女子教育の推進という特徴が見られ
るといえよう。
　次に、中国における儒教的女子教育観に対する益軒の認識について検討した。その結果、「三
従四徳」などの綱常倫理については取り入れるものの、「七去」等の礼法制度については、時代
や場所の制約を受けるとして、当時の日本に合わせて「五去」としている。この「七去」から
「五去」への改変により、「子なし」と「悪疾」が天命による先天的なものであり、人為では変
えられないとの理由により削除されることとなったが、実は、これら二項目は、ともに益軒の
妻である東軒が抱えていた問題でもあったことから、「七去」から「五去」への改変には、当時
の日本社会に適応させること以上に、益軒自身が置かれていた境遇に適応させることへの思い
が、より色濃く反映されていたと考えられる。
　以上のことから、益軒は儒教思想の根幹にかかわる綱常倫理には手を付けず、制度運営に当
たる礼法制度に柔軟性を持たせることにより、中国の儒教的女子教育観を日本へと取り入れて
いたといえよう。
　さらに、「教女子法」に反映されているように、益軒は中国の女訓書をそのまま翻訳するので
はなく、日本の読者のために、日本に伝わる類似の説話を多数取り入れ、女訓思想そのものを
日本社会へ取り入れようと努めていたことが特徴的であるといえる。また、彼の女性観につい
ては、女子教育が普及していなかった当時の社会に、「女子教育」という概念を浸透させるた
め、将来的に女性に与えられる職分を果たすためには、女子にも男子と同様に幼少期からの早
期教育が必要であるとする、大胆な考えを提示した。
　では、益軒はなぜ女訓思想や女性観の確立に尽力したのであろうか。筆者はこれを、「家」の
維持にあると考える。つまり、女訓書に日本の説話を取り入れたことも、女子教育の重要性を
主張したことも、それは「家」という集団を維持する構成員としての女性の役割を、より強固
なものにするためであったと考えられる。よって、家を維持する目的の達成こそ、益軒の女訓
思想および女性観に見られる最大の特徴であるといえる。
　益軒の女訓思想は、彼の著作が幅広い階層の人々に読まれていたことからも明らかなように、
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江戸時代において、絶大な影響力を有していた。そして、それは、中国の女訓書をそのまま日
本に取り入れるのではなく、日本社会に適合するように趣向を凝らした益軒の成果が結実した
ことを意味するものでもある。貝原益軒の女訓思想および女性観に関する一連の試みは、日本
における儒教的女性観の定着に大きな役割を果たしたといえるのである。
貝原益軒関連年表（著書活動を中心に）
時　期 年齢（歳） 特記事項＆著作
寛永 7年（1630年） 1 福岡城内の東邸で生まれる
慶安 1年（1648年） 19 出仕
慶安 3年（1650年） 21 浪人となる
明暦 1年（1655年） 26 医者になろうとし、髪を切り、柔斎と号す、林鵞峰を訪ねる
明暦 2年（1656年） 27 再出仕
明暦 3年（1657年） 28 福岡で『大学』の序や経を講ずる松永尺五や山崎闇斎、木下順庵を訪ねる
萬治 1年（1658年） 29
京都で『大学』を講ずる
江戸で『論語』を講ずる
向井霊蘭と親しく交わる
萬治 3年（1660年） 31 京都で『小学』を講ずる松下見林と親しく交わる
寛文 1年（1661年） 32 有馬の温泉で藩の宰臣立花勘左衛門に『小学』を講ずる京都で『小学句讀』、『孝経』、『大学章句』、および『論語集注』を講ずる
寛文 2年（1662年） 33
京都で『論語集注』、『孟子』を講ずる
山陽の舟中で国主光之に書を講ずる
京都に戻り、『中庸』、『孟子』を講ずる
寛文 3年（1663年） 34 京都で『近思録』、『小学』、『大学』の諸書を講ずる
寛文 4年（1664年） 35 福岡で藩の士太夫に『大学』を講ずる江戸で幼君に『小学』を侍講する
寛文 5年（1665年） 36
江戸で『孝経』、『大学』を講ずる
絶えずに幼君に侍講する
父寛斎逝去
『易学提要』 1巻、『読書順序』 1巻を著述する
寛文 7年（1667年） 38 四書の訓点を改める『止戈編』 1巻を著述する
寛文 8年（1668年） 39
東軒夫人を娶る
久兵衛に改名する
『大学網領条目俗解』、『朱子文範』 5巻、『近思録備考』 6巻を著述する
寛文 9年（1669年） 40 『顧提抄』 1巻を著わし、『小学句読備考』 6巻を出版する
寛文11年（1671年） 42 『黒田家譜』の編纂を命じられる
延宝 3年（1675年） 46 「白鹿洞学規講義」、「大学経文講義」を編む
延宝 5年（1677年） 48 『天神行状』を改
删し、『正続文章軌範余録』を編纂する
『近思録』、『千字文』、『千家詩』、『古文真宝後集』、『武経七書』の訓点を訂正する
延宝 6年（1678年） 49 『和漢名数』『古今詩選』を編集し、『黒田家譜』12巻完成
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延宝 7年（1679年） 50 『伊野太神宮縁起』を作り、真字仮字各一篇あり、『初学詩法』 1巻、『増福院祭田記』 1巻を著述する
延宝 8年（1680年） 51 『本草網目目和名』 1巻を著わす
天和 1年（1681年） 52 『小学陣選句読』の和訓及筆画を改正し、『東照宮遺訓』、『黒田系図』、『黒田家譜』を訂正する
天和 2年（1682年） 53 『頤生輯要』 5巻を著述する
天和 3年（1683年） 54 『朱子語類選要』『朱子書要抄』『宋儒文粋』『二程類語拾遺』を著述する
貞享 1年（1684年） 55 『黒田先公勲功記』 1巻、『太宰府天満宮故実』 2巻、『大学新殊』を著述する
貞享 2年（1685年） 56 『西帰吟稿』 1巻を著わし、『黒田家譜』を訂正する
貞享 4年（1687年） 58 『黒田家譜』17巻訂正、『和則』 2巻、『和字家訓』 1巻、『吾嬬路記』 1巻を著述する
元録 2年（1689年） 60 『和漢名数』 1巻、『平韻弁声』、『香譜』『厳島図並記事』 1巻を著述する
元録 3年（1690年） 61 『香椎宮記事』 1巻、『郡鄙行遊記』を著述する
元録 4年（1691年） 62 『筑前名寄』 2巻、『江東記行』 1巻、『背振山記』を著述する
元録 5年（1692年） 63 『続和漢名数』 1巻、『壬申記行』 1巻、『大和巡覧記』を著述する
元録 6年（1693年） 64 『磯光天照宮縁起』 1巻、『講説規戒』 1巻を著述する
元録 7年（1694年） 65 『黒田記略』（家臣伝）作成献ず、『花譜』 2巻、『熊野路記』 1巻、『豊国記行』1巻著述
元録11年（1698年） 69 仲兄存斎の次男重春を養子とする
元録12年（1699年） 70 『和字解』 1巻、『日本釈名』 3巻、『三礼口訣』 3巻著述
元録13年（1700年） 71 甥恥軒（37才）没す益軒致仕する
元録14年（1701年） 72 『贐行訓語』、『近世武家編年略』 1巻、『至要編』『宗像郡風土記』を著述する
元録15年（1702年） 73 『音楽記聞』 1巻を著わし、『扶桑記勝』を修補する
元録16年（1703年） 74 『筑前国続風土記』を完成し、『点例』 1巻、『和歌記聞』 1巻、『黒田忠之公譜』『五倫訓』『君子訓』 3巻を著述する
宝永 1年（1704年） 75 『宗像三社縁起並付録』 1巻、『菜譜』 3巻を著述する
宝永 2年（1705年） 76 『古詩断句』を編み、『鄙事記』を著述する
宝永 3年（1706年） 77 『筑前国続風土記』を訂正し、『和漢古諺』 2巻を著述する
宝永 5年（1708年） 79 『大和俗訓』 8巻を著述する
宝永 6年（1709年） 80 『大和本草』25巻、『岐蘇路記』 2巻、『篤信一世要財記』 1巻を著述する
宝永 7年（1710年） 81 『楽訓』 3巻、『和俗童子訓』 5巻を著述する
正徳 1年（1711年） 82 『有馬名所記』 1巻、『五常訓』 5巻、『家道訓』 6巻を著述する
正徳 2年（1712年） 83 『心画規範』 1巻、『自娯集』 5巻を著述する
正徳 3年（1713年） 84 東軒夫人逝去（62才）、『養生訓』 8巻、『諸州巡覧記』 7巻、『日光名勝記』を著述する
正徳 4年（1714年） 85 『慎思録』『大疑録』を著述する八月二十七日逝去
＊ 本表は「貝原益軒先生年譜」、「益軒先生著述年表」（『益軒全集』所収、東京・益軒全集刊行部、1910年）より整理した
ものである。
